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［目的］

採用困難職種である看護補助者として、ミャン

マーから4人の外国人補助者を受け入れた。

その経過と現状について、他の医療機関の参考と

していただくため、次の通り報告する。

［実施方法］

採用困難が続き、病棟業務、病院運営にボディー

ブローのようにダメージを与えていた看護補助者の

採用を、紹介業者を通じてミャンマーから4名（20

～23歳）の女性職員を特定技能制度の利用によっ

て、採用し、受け入れを行った。MA室（メディカ

ルアシスタント室）が紹介業者や人事担当部署との

対応窓口となり、看護部が業務管理、生活支援など

行う、といった共同・連携して体制を構築して受け

入れ態勢を整えた。

［実施期間］

2024年10月から実施。現在も継続実施中。

［考察・結果］

・�昨年1月に入職が決定して以降、居住場所や日用

品の準備、院内への周知や勤務支援といった体制

構築を進めて、昨年10月1日に入職した。

・�現在に至るまで、大きな問題もなく順調に推移し

ている。

・�4人を受け入れ準備を行う段階で、勤務をする病

棟や関連する部署だけではなく、病院全体で基本

業務や伝え方などの見直しを行った。4人を受け

入れた病棟では、彼女たちの成長を見守る雰囲気

が生まれ、それが職員同士を支援しあう心遣いと

なって、当該病棟の離職率の低下にもつながって

いる。平均在院日数が平均約8.0日で多忙な病

棟勤務であるが、無遅刻無欠勤で元気に働く4人

の姿は、病棟運営、病院経営にも好影響を与えて

いる。

・�今年度も採用準備を進めており、4名の入職を予

定している。

［共同研究者］

千田祥子、皆川潤治郎
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◎あらかわ・たかし
損害保険会社(自動車事故担当)勤務時に、受傷者の経過の違いから「医療の質」
を知り、済生会(本部事務局)へ転職。経理、経営管理、社会福祉の部署に勤務し、
横浜市南部病院へ出向。医大付属病院、民間医療法人を経て、済生会横浜市東
部病院勤務。昨年から現職。

第14回「全国医療経営士実践研究大会」神奈川大会
医療経営士の原点から考える未来─強固な経営基盤を確立させる戦略的マネジメント
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